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(1)う・ラントのエーロス
エーロスは人間の神に至る道である
－アンダース・ニーグレンー
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私たちが，エーロスの観念を求めるとぎ，その観念の起源，出発点となったオルフェウ
ス教にまでさかのぼる必要がある。オルフェウ教はディオニソスの密儀宗教から，紀元前
七世紀頃に独立したギリシヤの宗教で，その信仰はトラキアの詩人，オルフェウスの作と
して伝わる詩に基づいている。その教義の根本は霊魂論であり，霊魂の不滅を信じ，人の
霊魂は現世では仮に肉体に宿るが，元来，神的不滅であって，永遠に転生しうると説くこ
とを特徴としている。エーロスの観念の歴史をこのようなオルフェウス教にまでさかのぼ
り，さらに時代を下って考察してみるのは，私には，はなはだ興味のあることではあるが
この論文にはそのような意図はないので，エーロスの観念に，はじめて，独特，かつ明快
な形態をあたえているう°ラトンの著作（主としてパイドロス，シムポシオンの二作）から
彼の説くエーロスを要約してみることからはじめよう。それがヘルダーリンのエーロスの
性格をみる上で大きなたすけとなると思うからである。
さて，フ･ラトンのエーロスの観念をまとめようとするとぎ，またとない助言を提供して
くれるのは，キリスト教のアガペーの観念とそれとを宗教史的に対比，解明してみせてく
れるスウェーデンの神学者，アンダース・ニーグレンの名著「アガペーとエーロス」であ
る。彼はこの著作の中で，フ・ラントのエーロスの観念を，（1）エーロスは欲望の愛である
(2)エーロスは人間の神に至る道である。（8）エーロスは自己中心の愛である。の三点に
要約している。①(')は，主として「シムポシオン」の中でマンチネイアの婦人ヂオチマが
ソクラテスに語るエーロスの出生の由来から説明される。（シムポシオン202B-D)=
ーロスはヂオチマによれば，貧困の神，ペニアと，術策，方策の神，ポロスの子であり
母であるペニアの性を受けて，いつも貧しく，うす汚なく，はだしで，宿無し者，いつも
夜具なしで大地にごろ寝をし，大空の下，戸口や道ばたで横になり，母同様，常に欠乏と
同居する者である。しかし一方，父ポロスの血を受けて，美しいものとよいものに憧れ，
それらをたえず狙い，欲しがる者，常にそれらを狙って勇往適進，懸命努力する者，常に
何らかの策略をあみだす者でもある。すなわち，エーロスは母から受けた欠乏，貧困から
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たえず必琴‘?章毒にかられ,自分に欠けているものを我物としようと,父から受けた術策
の才を発揮して，懸命努力，勇往適進する者なのである。エーロスは現在の必要の意識で
あり，その意識から，一層高い幸福な境涯に達しようと努力する欲望の愛なのである。
（2)は，エーロスが自分に欠けているものを必要の意識からほしがる欲望の愛であること
から引き出されてくる。神々はすべてのものを所有し，不死であり，至福に生きる者であ
るから，なにものをも必要としないはずであり，必要の意識がないところにエーロスがあ
るわけなく，神々にエーロスがあるとすることはできない。ヂオチマがソクラテスに「神
々は人間と直接には交わらない」（シムポシオン203A)と語っているのも，すべてを所
有し不死であり，至福に生きる者である神々は，絶対の静止であり，死すべき者，欲望に
動かされる者である人間を必要とはしていないことを指示している。エーロスは至福，不
死を欲する人間の側にのみあって，神々は絶対の静止であり，人間の欲望の愛であるエー
ロスの対象となるだけであり，それ故にこそエーロスは人間の神に至る道であるというこ
とになるのである。この神と人間との間にある深淵をこえさせるものが，人間に高い世界
への上昇をうながす，神と人間との仲保者であるエーロスであり，不完全な死すべき者を
完全な不死の方へひっぱる偉大な神霊，ダイモーンであるエーロスなのである。（シム
ポシオン202D-E)
(3)については，ニーグレンはエーロスのeudaimonia(幸福）との密接な結びつき，「
幸福な人々は,よいものを所有することによって幸福である」（シムポシオン204E)を
引用し，すべての人々が幸福になろうと望んでいることは，彼らが彼らにとって善である
●●●●●●●●●
ものを愛し，いつもそれをもっていようと望んでいることであって，それ故どうしてもエ
ーロスからは，あらゆる人々に共通して，自己中心の幸福追求の調子がひびきでてくると
している。さらに，パイドロスの高いイデアの世界に到達しようとする人間の霊魂の姿と
その上昇への努力を翼のある二頭だての馬車と，その駁者との比倫で説明した箇所（パイ
ドロス246A-B)が，すべての霊魂がイデアの世界に一着になって到達しようとつとめ
●●
る自己中心的な愛の努力の説明であるとニーグレンは解釈している。神以外のものにおい
ては，駁者が手綱をとるのは二頭の馬であり，しもかそのうち一頭の馬の方は資質も血す
じも美しく善い馬であり，（人間の魂の神性の部分）もう一頭の方は，資質も血すじもこ
れと反対の性格であり，（人間の魂の邪悪な神に反目する部分）このことから駁者の仕
事ば困難となり，厄介なものとならざるをえない。悪いものを具えた馬は地につまづき，
よろめき，ある霊魂は馬にあばれられて，時にはあがり，時には沈む。おたがいに一着
になろうとして踏みあい押しあいする。多くの霊魂は駁者が悪いがためにかたわになり，
翼をむしりとられて脱落する。エーロスはこのように自分に欠いたものを手に入れようと
努力する競争意識の強い，相争っての上昇運動であり，他の霊魂をかえりみることなく，
いちはやく高い世界に達しようとする自己中心の愛であるとニーグレンは説くのである。
以上が，ニーグレンの解釈をもとに，適時，シムポシオンとパイドロスから引用してま
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とめたプラトンのエー ロスの性格である。ここでいましばらく,高い世界をめざす,神に至
る人間の道としてのエー ロスに火をともすもの，エ可ロスを換起するものとしての地上で
の感覚の世界で人間のもとにくる美の姿について，う°ラトンがおこなう説明をきいておこ
う。
う。ラトンのいう美のイデア②とは，ただ一つきりの姿を保って永遠に有るもの，相対的
な美の姿ではなくて，絶対的な，地上の空間のうちには存在せず，この世のものと混るこ
とのない純粋な美の姿（エイドス）をいう。この唯一不変な美のイデア，エイドスに到達
しようと霊魂は努力するのである。う°ラトンはシムポシオンで，この美のイデアを観るに
到るまでの過程をヂオチマに語らせている。（シムポシオン210A-211C)ヂオチマは，
まずはじめに，地上で諸々 の感覚にうったえかけてくる美が，美のイデアを観たいという
エー ロスを換起し，換起を受けた魂は，美の順序を追って一段一段，階段をのぼるように
美のイデアに近づいていくざまを説明している（有名な天の梯子の比愉）。フ・ラトンは，
けっして地上での感覚にうったえかけてくる美を，うつるいやすい,相対的な美として,ま
ったく価値のないものとしたわけではなく，たとえ，うつるいやく，相対的なものであっ
ても，その美に美のイデア，エイドスを目指すエー ロスの火つけ役としての価値をあたえ，
エー ロスの上昇運動の出発点に感覚にうったえてくる美をおいているのである。
このことは，エー ロスの観念の普遍的基盤となっていると思われる霊魂不滅の思想，地
上でかりに肉体に宿る霊魂の想起（アナムネー シス）の教理と結びついている。ちょうど
殻の中にとじこめられた牡蛎のように肉体にとじこめられ，しばりつけられた魂は，前世
において観，深い印象を受けたイデアへの回想をしまいこんでいるのである。（パイドロ
ス240C)このような霊魂は，感覚の世界での美をみることによって，かって観たイデア
へむかうエー ロスを点火され，超感覚の世界のエイドス，唯一不変の美への憧れ，郷愁を
感じそれに強く引かれはじめ，梯子を一段，一段のぼる上昇運動を開始するのである。こ
のように感覚の世界での美はプラトンにあっては，頂点にエイドスである美をすえた美の
序列に組みこまれているのである。 i：
(2)へルダーリンのエーロス
Wie,wenndieMutterschmeiChelndfragt,woumsieherihrLiebstessei,undalle
KinderindenScho6ihrstiirzen,unddasKleinstenochdieArmeausderWiege
streckt,soflogundsPrangundstrecktejedesLebenindiegtittliCheLufthinaus.･･…･…
F・H61derlin:Hypeyion.
フ・ラトンから転じて，ドイツの詩人へルダー リン(1770～1843)のエー ロスのあり方を
みるとぎ，まず気づくことは，彼の書簡体の小説ヒユペーリオンや,ギリシヤやディオテ
ィー マを讃える詩群の中から，ことこまかに引用するまでもなく，彼が「貧しい時代」に
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生れ，常に彼の理想とした，より高い世界であるギリシヤへ憧れた詩人であったことであ
り，この詩人が生れながらにして貧しい時代の，う．ラトンにしたがえば貧困の神，ポロス
の子であったということである。ヘノレダーリンは欠乏の意識，必要の意識から，全力をあ
げて，より高い世界を詩作しようと努力する欲望の愛であるエーロスの十分すぎるほどの
所有者であった。ヒユペー リオンの中の有名なドイツ人への嘆き，非難，③一にして全の
具現者であるズゼッテ夫人（ディオティーマ）への讃美の歌も，すべてこの欠乏の，必要
の意識の産物，欲望の愛であるエーロスの産物とみなすことができよう。また，この詩人
が，神々はすべてのものを所有し，不死であり，至福に生きる者であって，人間との交り
を必要とはしていないというう°ラトンと同じ意識の所有者であったということも，有名な
「ヒュペー リオンの運命の歌」>HyperionsSchicksalslied《の一，二節を引用すれば
十分であろう。三節の，定められた運命にほんろうされ，谷水がひととぎの休みもなく，
岩から岩へ投げだされ，失せていくように，どこにも足をとめてやすらうことなく，過ぎ
落ちていく人の子と対比して，神々の至福を詩人はうたっている。
IhrwandeltdrobenimLicht
AufweichemBoden,seligeGenien.／
GlanzendeG6tterliifte
Riihreneuchleic趾，
WiedieFingerderminstlerin
HeiligeSaiten.
SChicksanos,wiederschlafende
Sauglmg,atmendieHixnmlischen;
Keuschbewahrt
InbescheidenerKnospe,
Bliihetewig
IhnenderGeist,
unddieseligenAugen
Blickeninstiller,
EwigerKlarheit.
ただ，後期のヘルダーリンにあっては，高い世界の神々は，神々自身の不死の性質，至
福に生きることに退屈して，何かをほしくなるはずであり，至福に生きている者らは，す
べてを所有しているが故に，至福について意識することは少しもなく，至福を意識し，言
うことのできる他の者を，神々 は必要としはじめるといった興味ある想いがある。④この
想いが，神々は共感を通じて，高い世界をうたう詩人の心情を必要とするという，しばし
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ば問題とされた彼独特の詩人意識へと発展するのである。しかし，巨視的にみるなら，や
はりヘルダーリンの神,々は，う°ラトンのそれのように，いかなる人間との交りをも必要と
しない存在であり，人間の欲望の愛であるエーロスの対象となるだけなのだ。
さて，う°ラトンは，地上での感覚の世界で人間のもとにくる美の姿に，人間の霊魂にエ
ーロスを点火し，換起する機能をもたせ，その換起を受けて，梯子をのぼるように霊魂が
不断の上昇をおこなうさまを，恋愛道を例にとって説明しているのであるが，詩人，ヘノレ
ダーリンは，幼い頃に受けた自然体験より思慕してやまなかった大気，エーテル(Ather
）を，終極のエイドスに近い，真，善，美をはらんだものとし，エーテノレが，母性的な，
愛児を愛撫し，養い育てるようなやさしさで，自然の死すべきものすべての中にエーロス
を点火するざまを，幾様にも，みずみずしい感性をこめてうたっている。そして，彼の詩
作品からは，自己中心的な，ニーグレンの説く競争意識の強い，他をかえりみることのな
いエーロスではなくて，おおらかに流動するエーテルにつつまれて，万物が，それぞれの
個性にしたがって，明るく喜びにあふれて，一体となって天への梯子をのぼる暖かなイメ
ージをもったエーロスが浮びあがってくるのである｡万物はエーテルをtrinken,atrnen,
しながら高みの世界へとのぼるのである。（詩人は,O,trinkeMorgenliifte⑤のよう
に数々詩の中で,trinken,atmenといった動詞を力点をもって使用している。）
ところで，エーテルという観念は，ギリシヤ神話の天地生成のくだりにさかのぼる。
紀元前八世紀の叙事詩人，ヘーシオドスの「神系賦」によれば，最初にもやもやとした煙
霧のようなものがうす暗くたちこめた無限のカオスがあり，カオスから大地ガイアと，タ
ルタロス（奈落，無限地獄）と，神食のうちでもっとも美しいもの，そして人をなえ，と
ろかすもの，人間の胸にある心を屈服させ，賢い思慮をも打ち敗るエーロスとが生じ，次
いで，またカオスから，エレポス（地下の幽冥界）と黒い夜(Nyx)とが生れ，次に，
このエレポスと夜から上空の光に満ちた霊気アイテール(Aither)と，ヘメーラ(He-
mera)屋が生れたとしている｡(ここで横道にそれると，う。ラトンがエーロスをダイモ
ーンという言葉で表現するのも，この宇宙生成論にみられるように，いち早くカオスから
生れたとされるエーロスのことに不可思議な，抗い難い力で，いきなり人間の心をしばり
屈服させる，狂暴な元始的な神格のあり方を彼が想像してのことかもしれない。）さて，
このエレポスと夜とから生れた上空の光に満ちたアイテールとヘメーラは，長らく幽冥界
と黒い夜に往むものにあっては，恋いこがれるものとなる。ヘルダーリンがエーテルへの
上空の光への思慕をうたうとぎ，かならずといってよいほど，己れの生きる環境，時代を
暗い，黒い夜とうたって，それへの思慕をかえって強めるのである。そして，詩人が，
Atherという言葉を用いるとぎ，それはかならず,dieg6ttlicheLuft(神性をはらん
だ大気),diemiitterlicheLuft(母性的な大気),diebeseelendeLuft(エーロスを
吹きこむ大気），といった意味に用いるのであって，いかに詩人が，エー テルを神あるい
は父と呼んでも，それはあくまで神性をはらんだものという意味で，エーテル自身を高い
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世界に住む，人間と交わる必要のない神とすることはできない。エーテノレは人を寄せつけ
ぬ峨々たるアルペンに住みたもう神々をつつみこみ，神性をはらんで，万物にエーロスを
吹きこみ，万物を養い，高い世界に引きあげるために遍在し,流動するdiemiitterliChe
Luft,diebeseelendeLuft・なのである。
× × ×
ここで，ヘルダーリンが，エーテルをうたった二つの箇所を引用して，さらに具体的に
みてみよう。一つは，小説ヒュペー リオンの1．Band.2.Buchの第二の手紙(Hy-
perionanBellarmin.)で，この章のとびらに付した文のある箇所であり，もう一つは
直接，エー テノレにささげられた1797年作のHexameterhymmus,>AndenAther
＜である。詩人のエーテルがエーロスを養うありさまが，感性化を通じて表現されてい
る。
DenNaChmittagwollt'ichgleicheinenTenderlnseldurchstreifen.
DieWalderundgeheimenThalereiztenmichunbeschreiblich,undder
freundlicheTaglocktealleshmaus.
Eswarsosichtbar,wieallesLebendigemehr,dennttiglicheSpeise,
6e願〃ｵ,wieauchderVogelseinFesthatunddasTier.
一
EswarentzUckendanzusehen./Wie,wenndieMuttersc"@gjc"gﾉ”
fragt,woumsieherihrLiebstessei,undalleKmderindenScho8ihr
s宛γze",unddasKleinstenochdieArmeausderWiegestreckt,so"gg－ヘ
ーーーー
undspγα"gunds""'jedesLebenindiQgOttliC""fthinaus,und
一一 一
●●●●●●●●●●
KaferundSchwalbenundTaubenundSt6rche加沈"@g"e"siC"infrOhlo-
ckenderVewirrunguntereinanderindenTiefenundH6hn,undwasdie
Erdefesthielt,demwardzurnFlugederSChritt,iiberdieGraben4型竺些
dasRoI3undiiberdieZaunedasReh,undausdemMeergrundkamen
dieFisCheheraufundmZZiiberdieFlache.Allen唖塑轆乎騨9rli-
cheLuftansHerz,und"06sieundzogsiezusiCh.
●，●●●●
UnddieMenschengingenausihrenThiirenheraus,undfiihltenwun-
derbardasgeistigeWehen,wieesleisediezartenHaareliberderStirne
⑥●｡●●●●｡●●●
bewegte,wieesdenLichtstrahlkiihlte,undノ6ste"freundlichihreGe-
-
wander,umesaufzunehmenanihreBrust,am@e""sii8er,beriihrtenzart-
-
liclierdasleichteklareschmeichelndeMeer,indemsielebtenundwebten.
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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OSchwesterdesGeistes,derfeurigmachtiginunsz"a"et
●●●●●●●●●●-0●●
henigeLuft./wiesch6nist's,daPdu,wohinichwandle,mich
●●●●●⑥
Allgegenawrtige,Unsterbliche./(S.515)
｡●●●●●●●●●●●●①.
undノe",
gr/git",
(． 一一一一，は筆者）
ヒュペーリオンのこの箇所では,Atherという言葉は用いられてはいないが．．．、
を付した言葉は，いずれもAtherへの呼びかけ,Atherの比愉であり，を付し
た動詞は,いずれもエーロスの点火者としてのエーテルが，地上にしばられた(fest-~hal-
ten)自然の万物の霊魂にしみ通り(dringen),天上の世界へと引きあげるざまを
うつしだしている。エーテルは突発的に強い力で人につかみかかるダイモーンではなくて
母性的に，やさしく，霊魂を愛撫しながら(schmeicheln),幼児も，かぶと虫も，燕
やこうのとりも，馬や小鹿も，海の魚も生けるものみなの魂につれそい(geleiten),
至高の幸の国へ霊魂を導き高めていく。そして，このエーテルによって，地上の窮屈ない
ましめに苦しめられ，もがいていた生けるものみなは，エーロスをともされ，養われ，地
上のくびきを解かれて，牢獄を破り，上昇へと向きを変える。一一一を付した動詞は，
エーロスのダイナミックな上昇運動を示している。>begehren<,>streben<,は心
情の上昇への強い憧れを,>st"rzen<,>sichtummeln<,>brausen<
>16sen<,>atmen<等は，くびきを解き，牢獄を破るエネルギーに満ちた動作
を，いかにも動的に，うつしだしている。いったん，エーロスが霊魂にともされると，エ
ロースは>feurigmachtig<に，内部にやどって君臨する(waltenundleben)
エーロスの点火者であるエーテルは，このとき，エーロスの所有者の精神と離れぬことの
ない，やさしい姉妹(Schwester)となる。
ここで，さらにHexarneterhyrnnusの>AndenAther<をみて，論証を深めよ
うと思う。
●D
AndenAther
Treuundfreundlich,wiedu,"zog･derGtitterundMenschen
●●
Keiner,oVaterAther./micha":nochehedieMutter
IndieArmemichnahmundihreBrtistemichtrankten,
F泡β〃stduあγｵ"C"micha"undgOssesthimmlischenTrankmir,
MirdenhenigenOthemzuerstindenkeilnendenBusen.
●●●●●●●●●o
NichtvonirdischerKostgedeiheneinzigdieWesen,
Aberdu〃肋rsrsieall'mitdeinemNektar,oVater・／
Undes〃a〃grsichundrinnstausdemerewigenF"lle
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ヘルダーリンに生きつづけていることに，私は気づくのである。地上に生きる屯のたちの
成長には，地上の糧だけでは足りない。幼児には，やさしい母の乳だけでは足りない。地
上のすべてのものが，前世でみ，そして，今は胸深くしまいこんでいる高い世界の印象を
めざめさせ，そしてふたたび上へとのびあがろうとする胚に，イデアへとむかって成長し
ようと，きっかけを待っている胚に(derkeimendeBusen),アナムネーシスをう
ながし，エーロスを養う天の糧(Nektar)であるエーテルが，地上のものには必要な
のだ。詩人が1798年作のDaichemKnabewar…．．‘ではじまる詩で,Ichverstand
dieStilledesAthers,/DerMenschenWorteverstandichnie.とうたうのも，
子供の胸にしまいこまれているエロースの胚に，他の誰よりもはやく，そっと，静かに働
きかけてくるエーテルのやさしい波動をとらえ，アナムネーシスをおこす子供の魂を想っ
てのことである。
以上，う°ラトンのエーロスの観念をニーグレン解釈をもとにまとめ，それをふまえなが
ら，ヘルダーリンのエーロスを養うものとしてのエーテルを中心にのべてきたのであるが
ヘルダーリンが，人間の神に至る道としての愛であるエーロスを示すときには,彼が生れ
た南ドイツ，シュワーベンのネッカル河畔の美しい，やさしい自然から受けた幼時の豊富
な自然体験から，ひたいの巻き毛をかるく吹ぎあげる，思わず上着をゆるめたくなるよう
な，心地よい微風，水面にはねあがる魚たち，うなじを高く伸ばして走る馬たち，草の
葉に軽くふれ，流れ下る小川を西南風のようにかるがるととびこえる鹿たち，大気の寵愛
を受けて飛ぶ烏たち，おずおずと空へその腕をさしのばしている草，そして，遠方の雪を
輝やかせたアルプスの山々，さらには，エーテルの比哺としてよく用いられる青い波でつ
つまれた海，などをイメージに溢れさすのである。ヘルダーリンのうたうエーロスは，一
本の直線が天にのびあがるような，鋭い，とがったエーロスではなくて，自然の万物と共
に，手をとりあって上昇するといったおおらかさ，広がりをもったエーロスなのである。
たとえ>ringen<という動詞がつかわれても，彼の詩作全体からは，自己中心的な闘
争的エーロスは感じられないのである。そして，そのような彼のエーロスは詩人の魅力あ
る感性化，官能化によって，彼の全詩作中，もっとも人の心を引くものの一つになってい
る。
〔注〕
①「アガペーとエーロス」第一巻140頁参照
②シムポシオン(210A-211C)では「美のイデア」について語られているのであるが，そ
の他の「善のイデア」などにも，ここで言われていることが通用すると思う。
③Hyperion:S.160.参照
④[derRhein.StrOPhe、8.]
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UnsterblichkeitdieG6ttergenug,undbediirfもn
DieHimmlischeneinesDinges,
SosindsHeroenundMenschen,
"ndSterblichesonst.Dennweil
DieSeligstenmChtsfiihlenvonselbst,
MuPwOhl,wennsolcheszusagen
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⑤[Germanien.Stophe、6]
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